
◆ 悪性黒色腫
作成日： 2023/07/19

抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 CP(CBDCA/PTX) 21 高度投与間隔 催吐リスク

パクリタキセル 175mg/m2 点滴静注 day1

カルボプラチン 5AUC 点滴静注 day1

備考

レジメン名 オプジーボ(240mg/body) 14 最小度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 240mg/body 点滴静注 day1

備考

レジメン名 オプジーボ【480mg/body】 28 最小度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 480mg/body 点滴静注 day1

備考

レジメン名 キイトルーダ(200mg/body) 21 最小度投与間隔 催吐リスク

ペムブロリズマブ 200mg/body 点滴静注 day1

備考

レジメン名 キイトルーダ【400mg/body】 42 最小度投与間隔 催吐リスク

ペムブロリズマブ 400mg/body 点滴静注 day1

備考

レジメン名 ダカルバジン 21 高度投与間隔 催吐リスク

ダカルバジン 850mg/m2 点滴静注 day1

備考 DTICは遮光して投与。

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 ダカルバジン イメンド 21 高度投与間隔 催吐リスク

ダカルバジン 850mg/m2 点滴静注 day1

備考 DTICは遮光して投与。。イメンド使用時のレジメン(ステロイド減量)

レジメン名 バベンチオ 14 最小度投与間隔 催吐リスク

アベルマブ 10mg/kg day1

備考 前投薬あり：カロナール(200) 2T,フェキソフェナジン(60) 2Tを内服。

レジメン名 ヤーボイ 21 最小度投与間隔 催吐リスク

イピリムマブ 3mg/kg 点滴静注 day1

備考 投与30分前にカロナール400mg、レスタミン50mgを内服。

レジメン名 ヤーボイ+オプジーボ(80mg/Body)併用 21 最小度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 80mg/body 点滴静注 day1

イピリムマブ 3mg/kg 点滴静注 day1

備考 投与30分前にフェキソフェナジン(60) 2Tを内服。

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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